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KPC Management School 2024

「戦略的思考力」と「リーダーシップ」を鍛える次代の経営幹部育成プログラム

● 経営戦略コース　　　　● 技術・イノベーションマネジメントコース

公益財団法人 関西生産性本部



2コース講義合同セッション②

講義
ライブケーススタディ

講義

両コース共通

ご参加企業一覧 （直近５年間 ： 全40社、161名、 単年度平均32名、 順不同）

913,000円
1,049,400円

※表記日数に加え、全国各地でのインタビュー調査（企業訪問、対面またはオンライン形式）を別途、実施します。

金　額 （10％税込）

エア・ウォーター㈱、㈱ＮＴＴドコモ、NTTビジネスソリューションズ㈱、㈱ＮＴＴフィールドテクノ、㈱ＭＣエバテック、㈱大阪国際会議場、㈱大林組、
奥野製薬工業㈱、㈱加貫ローラ製作所、㈱カネカ、関西熱化学㈱、㈱神崎高級工機製作所、近畿日本鉄道㈱、近畿労働金庫、近鉄グループホールディングス㈱、
㈱クボタ、倉敷紡績㈱、㈱栗本鐵工所、サカタウエアハウス㈱、住友精密工業㈱、積水ハウス㈱、太陽工業㈱、㈱髙島屋、ダイキン工業㈱、テイカ㈱、
東和薬品㈱、㈱ドコモＣＳ関西、西日本電信電話㈱、西日本旅客鉄道㈱、日本ピラー工業㈱、阪急阪神ホールディングス㈱、バンドー化学㈱、
パナソニック ホールディングス㈱、日立造船㈱、古野電気㈱、マルホ㈱、㈱村田製作所、理研ビタミン㈱、㈱りそな銀行、レンゴー㈱

  　6・7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

当スクールは、参加者の皆様の安全確保に十分に留意した上での集合形式を基本として実施します。
■ 開催形式について

ＫＰＣマネジメントスクールが目指すもの
　コロナ禍を経て、時代は大きく変わりました。企業経営においては、日本
国内の人口減少社会の到来やカーボンニュートラルへの対応が具体的に求
められるなど、大きな時代の転換点に立っています。
　このような環境下、次代の経営幹部への期待はこれまで以上に大きく、新
たな価値を創出する「戦略的思考力」と、組織を導く「リーダーシップ」が求
められています。
　当スクールでは、各社で選抜された経営幹部候補人材との徹底議論を基
軸とした「仮説検証方式」によるグループ研究を進めます。参加者自身が、自
社の戦略や、自分自身が抱える課題を改めて見つめ直すとともに、ベンチ
マークすべき企業へのインタビュー調査(企業訪問)を通じて、多種多様な
戦略と価値観を習得します。そうした学びは、自社施策の立案・実行に大い
に役立つと確信しています。
　当スクールは「次代の経営を担う中核人財」育成の場として1997年に
誕生して以来、各社で選抜された多くの方にご参加いただきました。修了生
は1000名を超え、今や多くの企業の中核で活躍しています。7ヵ月に亘る
当スクールでの熱い議論に、ぜひご参加ください。
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第一線で活躍する企業経営者らをゲスト講師
に迎え、経営幹部として習得すべき理論とと
もに、経営者ならではの経験談を基に議論を
重ねます。

経営戦略・事業戦略のベースとなる「経営学」理論と、経営者自らの修羅場経験を通じて学び得た
「経営者学」を本コースコーディネータ、および、各界を代表する経営者講師自ら直伝する。①「経営学」（実践的講義）と　「経営者学」（ライブケーススタディ）

｢本コース全体での広い議論｣と｢グループ内での深い議論｣を織り交ぜて行いつつ、｢合宿例会｣｢懇親
会｣を重ねることにより、将来に繋がる人脈を形成する。また、他コース参加者とともに学ぶ合同セッ
ションを通じて、異なる立場の見解を議論に持ち込む。

③「他社人材との議論」と「人脈形成」

参加者各自・各社の課題解決のための｢仮説｣を、企業の経営幹部や実務家へのインタビュー調査を
行うことにより「検証」し、自社に持ち帰る（標準４社程度）。②「グループ研究」と「インタビュー調査」

（2023年度）
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7月31日

8月23日

9月6日

9月7日

9月20日

6月21日

7月9日

（PTA会）

午 前 午 後（前半） 午 後（後半） グループ研究フロー夜曜日日 時回

参加者の課題認識発表(前半) 「我が社・我が事業部の課題」

合同セッション②
（技術コース参加者との議論)

講義・討議
「経営戦略講座③」
関西学院大学 吉村 典久 氏

プレ発表①

ライブケーススタディ①
講義・討議
「経営戦略講座①」
関西学院大学 吉村 典久 氏

グループ編成・グループ研究
（研究テーマ検討）

ライブケーススタディ③

参加者の課題認識発表(後半) ｢我が社・我が事業部の課題」

講義・討議
「経営戦略と戦術」
神戸大学 加護野 忠男 氏
講義・討議「企業経営とは」
㈱鳥取銀行
元代表取締役頭取 稲垣 滋 氏

講義・討議
「戦略思考講座①」
 ㈱Kairos 長友 隆司 氏

講義・討議
「戦略思考講座②」
 ㈱Kairos 長友 隆司 氏

グループ研究 方針発表会 グループ研究（仮説の構築）

ライブケーススタディ②

講義・討議
「戦略思考講座③ベンチマーク」
㈱Kairos 長友 隆司 氏

グループ研究（仮説の構築）

グループ研究（まとめ） グループ研究（まとめ）プレ発表②

グループ研究
（仮説の検証・再構築）

決意表明「私が自社で行動
すべきこと～グループ研究での
学びを通じて～」(個人発表)

グループ研究
（仮説の検証・再構築）

グループ研究
（仮説の検証・再構築）

グループ研究
（仮説の検証・再構築）

グループ研究（仮説の構築）

グループ研究（仮説の構築）

グループ研究（仮説の構築）

グループ研究（仮説の構築）

ライブケーススタディ⑤グループ研究（仮説の構築）

前年度
グループ研究成果発表

自主ワーク推奨日（グループ別）

ライブケーススタディ④

ライブケーススタディ⑥

グループ研究レビュー

講義・討議
「経営戦略講座②」
関西学院大学 吉村 典久 氏

開講式・学長講義
本スクール学長 石井 淳蔵 氏

開講式,合同セッション①
関西学院大学 吉村 典久 氏
コースオリエンテーション・自己紹介

講義・討議・実践トレーニング（演習）
｢ファイナンスと価値創造～投資評価と企業価値評価、価値ベースの意思決定等～｣
京都大学経営管理大学院・経済学部教授 砂川 伸幸 氏

仮説の検証
再構築

仮説検証の総括

インタビュ－調査
希望申告
仮説の構築

グループ研究
成果発表

スクール
全体発表

グループ編成

グループ
研究テーマ
希望申告

仮説の構築

内部インタビュー調査（メンバー企業相互訪問）  ＊グループ別活動

インタビュー調査（外部）　＊グループ別活動

本コース「グループ研究成果発表会」（公開）

報告書作成

閉講式・修了証書授与
各コースによる発表

(金)

(火)

(火)

(水)

(金)

(金)

(土)

(金)

(木)

(金)

(金)

(日)

(木)

(金)

10月上旬～下旬

11月～12月下旬

9

10

11

12

13

14

15

16

17

12月12日

12月13日

1月10日

2月2日

2月20日

グループ研究（仮説の構築）

(金)

(金)

(木)

(金)

10月4日

10月25日

11月21日

11月22日

インタ
ビュー

11月29日グループ
研究

インタ
ビュー

＊実施時間は原則として｢連続日１日目および単独日」は10:00～18:00(＋懇親会)、「連続日2日目」は9:00～17:00です。
  （7/30-31、11/21-22、12/12-13は合宿形式で実施します。）
＊会場は主として、(公財)関西生産性本部会議室、クロスウェーブ梅田(宿泊型研修施設)です。
＊上記スケジュールは事情により一部変更となる場合があります。
＊　　　2コース合同実施  　　　インプット(講義)  　　　ゲストによる講義・発表  　　　参加者による発表  　　　グループ研究

連続日
単独日

会員：913,000円  一般：1,049,400円（10％税込）/1名
（消費税および所定の飲食費・書籍代・宿泊費を含みます。）

2024年6月～2025年2月
（17日間、およびインタビュー調査）

経営企画・事業戦略立案能力向上を目指す経営幹部候補

25名程度

企業経営を取り巻く状況が大きく変化する中、これまで収益を上げていたビジネスモデルが瞬く間に通用しなくなる時代が到来し
ている。それに伴い、今日の経営幹部には、今後の社会・経営環境の変化や近未来の技術動向を的確に把握しつつ、組織を的確な
方向に導く戦略的思考力とリーダーシップが、まさに求められている。
本コースでは、自社が抱える経営課題に基づくグループ研究を基軸として、ケーススタディやインタビュー調査（企業訪問）、そし
て、他社経営幹部人材との徹底的な議論を通じて、自らの手で事業・組織の変革を起こせるビジネスリーダーを育成する。

実施年度 研究テーマ 主なインタビュー先（各社の経営幹部、順不同）

修了後 修了～3月

経営者学
議論テーマは参加企業が“いま”抱える経営戦
略・事業戦略等の課題に基づきます。他社の
経営幹部人材との白熱した議論は、まさに“生
きたケーススタディ”です。

生きたケーススタディ
他社優良事例（ベストプラクティス）を分析し
て取り入れる「ベンチマークスキル」の手法を
学びます。インタビュー調査での実践を通じ
てそのスキルを習得します。

ベンチマークスキルの習得

1947年生まれ。70年神戸大学経営学部卒業。75年同大学博士課程修了、
79年助教授、88年教授に就任。98年から２年間経営学部長を歴任。2011年
甲南大学特別客員教授及び現職、2019年～2022年神戸大学社会イノベー
ションセンター特命教授。経営学博士。専攻は、経営戦略論、経営組織論。国内
のみならす海外有力企業のトップマネジメントプログラムの講師として活躍。近
著には「ゼミナール経営学入門(新装版)」（共著）「新しいビジネスをつくる」（共
編著）「MBAが考えるヘルスケア経営」（編著）「松下幸之助」（編著）等がある。

1968年生まれ。91年学習院大学経済学部卒業。94年神戸大学大学院経営学
研究科博士課程後期課程中途退学。和歌山大学経済学部教授、大阪市立大学
（現大阪公立大学）大学院経済学研究科教授を経て、22年より現職。博士（経営
学）。03年度 Cass Business School,City,University of London 客員研
究員。ガバナンス構造が企業行動・成果に与える影響、ファミリービジネスにおけ
る経営のあり方等をテーマに研究を進めている。著書に「日本の企業統治」「部
長の経営学」「会社を支配するのは誰か」｢スピンオフの経営学｣「ドイツ企業の統
治と経営」（編著）「新しいビジネスをつくる」（共編著）「1からの経営学」（共編
著）「企業統治」（共著）等がある。

懇親会

懇親会

ー

懇親会

懇親会

ー

懇親会

ー

懇親会

懇親会

ー

懇親会

懇親会

懇親会

年 齢

参加者データ

役 職 部 門

コーディネータ（所属・役職は2023年12月現在）
神戸大学 名誉教授
(公財)関西生産性本部 理事・総務政策委員会副委員長

加護野 忠男 氏

関西学院大学 専門職大学院 経営戦略研究科 教授
(公財)関西生産性本部 理事

吉村 典久 氏

(公財)神戸大学六甲台後援会 理事長

長友 隆司 氏

稲垣    滋 氏

2023年度 世界に先駆けた日本的環境経営のあり方
～日本の環境経営をグローバルに推進する方策～ 黒川温泉観光旅館協同組合、㈱神戸酒心館、コニカミノルタ㈱、日東電工㈱

2022年度

既存事業の継続／深掘と新規事業の探索を同時に行う
ための経営戦略 カゴメ㈱、㈱経営共創基盤、㈱JTB、北海道テレビ放送㈱

新規事業を生み出す要因 九州旅客鉄道㈱、ブラザー工業㈱、三宅町（奈良県）、㈱みんなの銀行

アルムナイ・複業・リファラルは成熟企業にブレークスルーをもたらすのか
～メンバーシップ2.1型組織の提言～ ㈱荏原製作所、大英産業㈱、北九州市、㈱TalentX、㈱ハッカズーク、ライオン㈱

社会価値向上に先駆的に取り組む企業の行動とは 味の素㈱、㈱坂ノ途中、㈱セコマ、不二製油グループ本社㈱

企業と人が成長するための人的資本経営 サイボウズ㈱、トヨタ労働組合、㈱丸井グループ

既存事業の深化 京セラ㈱、㈱小松製作所、㈱関ヶ原製作所

新規事業を柱にするための仕組み～既存事業にプラス１～ ㈱TOUCH TO GO、日本ガイシ㈱、阪和興業㈱

事業経営の５Ｓにおける２Ｓ（整頓・整理）～強みの定義と集中･選択～ 味の素㈱、沖縄セルラー電話㈱、オムロン㈱、東レ㈱

エンゲージメントを向上させるミドルとは 四條畷市、㈱スーパーホテル、東京海上日動火災保険㈱、リンクアンドモチベーション㈱

スケジュールとプログラム：全17回＋インタビュー調査（メンバー相互＋外部4社程度）

懇親会
合宿

懇親会
合宿

懇親会
合宿



第一線で活躍する企業経営者らをゲスト講師
に迎え、経営幹部として習得すべき理論とと
もに、経営者ならではの経験談を基に議論を
重ねます。

経営戦略・事業戦略のベースとなる「経営学」理論と、経営者自らの修羅場経験を通じて学び得た
「経営者学」を本コースコーディネータ、および、各界を代表する経営者講師自ら直伝する。①「経営学」（実践的講義）と　「経営者学」（ライブケーススタディ）

｢本コース全体での広い議論｣と｢グループ内での深い議論｣を織り交ぜて行いつつ、｢合宿例会｣｢懇親
会｣を重ねることにより、将来に繋がる人脈を形成する。また、他コース参加者とともに学ぶ合同セッ
ションを通じて、異なる立場の見解を議論に持ち込む。

③「他社人材との議論」と「人脈形成」

参加者各自・各社の課題解決のための｢仮説｣を、企業の経営幹部や実務家へのインタビュー調査を
行うことにより「検証」し、自社に持ち帰る（標準４社程度）。②「グループ研究」と「インタビュー調査」

（2023年度）

30 代
19% 部長層

22％ 企画
管理
総務
37％

営業
41％

20％

    技術・
調達・生産

次長・
課長層
78％40 代

59%

50 代
22%

平均
45.1歳

1

2

3

4

5

6

7

8

ー

ー

ー7月30日

7月31日

8月23日

9月6日

9月7日

9月20日

6月21日

7月9日

（PTA会）

午 前 午 後（前半） 午 後（後半） グループ研究フロー夜曜日日 時回

参加者の課題認識発表(前半) 「我が社・我が事業部の課題」

合同セッション②
（技術コース参加者との議論)

講義・討議
「経営戦略講座③」
関西学院大学 吉村 典久 氏

プレ発表①

ライブケーススタディ①
講義・討議
「経営戦略講座①」
関西学院大学 吉村 典久 氏

グループ編成・グループ研究
（研究テーマ検討）

ライブケーススタディ③

参加者の課題認識発表(後半) ｢我が社・我が事業部の課題」

講義・討議
「経営戦略と戦術」
神戸大学 加護野 忠男 氏
講義・討議「企業経営とは」
㈱鳥取銀行
元代表取締役頭取 稲垣 滋 氏

講義・討議
「戦略思考講座①」
 ㈱Kairos 長友 隆司 氏

講義・討議
「戦略思考講座②」
 ㈱Kairos 長友 隆司 氏

グループ研究 方針発表会 グループ研究（仮説の構築）

ライブケーススタディ②

講義・討議
「戦略思考講座③ベンチマーク」
㈱Kairos 長友 隆司 氏

グループ研究（仮説の構築）

グループ研究（まとめ） グループ研究（まとめ）プレ発表②

グループ研究
（仮説の検証・再構築）

決意表明「私が自社で行動
すべきこと～グループ研究での
学びを通じて～」(個人発表)

グループ研究
（仮説の検証・再構築）

グループ研究
（仮説の検証・再構築）

グループ研究
（仮説の検証・再構築）

グループ研究（仮説の構築）

グループ研究（仮説の構築）

グループ研究（仮説の構築）

グループ研究（仮説の構築）

ライブケーススタディ⑤グループ研究（仮説の構築）

前年度
グループ研究成果発表

自主ワーク推奨日（グループ別）

ライブケーススタディ④

ライブケーススタディ⑥

グループ研究レビュー

講義・討議
「経営戦略講座②」
関西学院大学 吉村 典久 氏

開講式・学長講義
本スクール学長 石井 淳蔵 氏

開講式,合同セッション①
関西学院大学 吉村 典久 氏
コースオリエンテーション・自己紹介

講義・討議・実践トレーニング（演習）
｢ファイナンスと価値創造～投資評価と企業価値評価、価値ベースの意思決定等～｣
京都大学経営管理大学院・経済学部教授 砂川 伸幸 氏

仮説の検証
再構築

仮説検証の総括

インタビュ－調査
希望申告
仮説の構築

グループ研究
成果発表

スクール
全体発表

グループ編成

グループ
研究テーマ
希望申告

仮説の構築

内部インタビュー調査（メンバー企業相互訪問）  ＊グループ別活動

インタビュー調査（外部）　＊グループ別活動

本コース「グループ研究成果発表会」（公開）

報告書作成

閉講式・修了証書授与
各コースによる発表

(金)

(火)

(火)

(水)

(金)

(金)

(土)

(金)

(木)

(金)

(金)

(日)

(木)

(金)

10月上旬～下旬

11月～12月下旬

9

10

11

12

13

14

15

16

17

12月12日

12月13日

1月10日

2月2日

2月20日

グループ研究（仮説の構築）

(金)

(金)

(木)

(金)

10月4日

10月25日

11月21日

11月22日

インタ
ビュー

11月29日グループ
研究

インタ
ビュー

＊実施時間は原則として｢連続日１日目および単独日」は10:00～18:00(＋懇親会)、「連続日2日目」は9:00～17:00です。
  （7/30-31、11/21-22、12/12-13は合宿形式で実施します。）
＊会場は主として、(公財)関西生産性本部会議室、クロスウェーブ梅田(宿泊型研修施設)です。
＊上記スケジュールは事情により一部変更となる場合があります。
＊　　　2コース合同実施  　　　インプット(講義)  　　　ゲストによる講義・発表  　　　参加者による発表  　　　グループ研究

連続日
単独日

会員：913,000円  一般：1,049,400円（10％税込）/1名
（消費税および所定の飲食費・書籍代・宿泊費を含みます。）

2024年6月～2025年2月
（17日間、およびインタビュー調査）

経営企画・事業戦略立案能力向上を目指す経営幹部候補

25名程度

企業経営を取り巻く状況が大きく変化する中、これまで収益を上げていたビジネスモデルが瞬く間に通用しなくなる時代が到来し
ている。それに伴い、今日の経営幹部には、今後の社会・経営環境の変化や近未来の技術動向を的確に把握しつつ、組織を的確な
方向に導く戦略的思考力とリーダーシップが、まさに求められている。
本コースでは、自社が抱える経営課題に基づくグループ研究を基軸として、ケーススタディやインタビュー調査（企業訪問）、そし
て、他社経営幹部人材との徹底的な議論を通じて、自らの手で事業・組織の変革を起こせるビジネスリーダーを育成する。

実施年度 研究テーマ 主なインタビュー先（各社の経営幹部、順不同）

修了後 修了～3月

経営者学
議論テーマは参加企業が“いま”抱える経営戦
略・事業戦略等の課題に基づきます。他社の
経営幹部人材との白熱した議論は、まさに“生
きたケーススタディ”です。

生きたケーススタディ
他社優良事例（ベストプラクティス）を分析し
て取り入れる「ベンチマークスキル」の手法を
学びます。インタビュー調査での実践を通じ
てそのスキルを習得します。

ベンチマークスキルの習得

1947年生まれ。70年神戸大学経営学部卒業。75年同大学博士課程修了、
79年助教授、88年教授に就任。98年から２年間経営学部長を歴任。2011年
甲南大学特別客員教授及び現職、2019年～2022年神戸大学社会イノベー
ションセンター特命教授。経営学博士。専攻は、経営戦略論、経営組織論。国内
のみならす海外有力企業のトップマネジメントプログラムの講師として活躍。近
著には「ゼミナール経営学入門(新装版)」（共著）「新しいビジネスをつくる」（共
編著）「MBAが考えるヘルスケア経営」（編著）「松下幸之助」（編著）等がある。

1968年生まれ。91年学習院大学経済学部卒業。94年神戸大学大学院経営学
研究科博士課程後期課程中途退学。和歌山大学経済学部教授、大阪市立大学
（現大阪公立大学）大学院経済学研究科教授を経て、22年より現職。博士（経営
学）。03年度 Cass Business School,City,University of London 客員研
究員。ガバナンス構造が企業行動・成果に与える影響、ファミリービジネスにおけ
る経営のあり方等をテーマに研究を進めている。著書に「日本の企業統治」「部
長の経営学」「会社を支配するのは誰か」｢スピンオフの経営学｣「ドイツ企業の統
治と経営」（編著）「新しいビジネスをつくる」（共編著）「1からの経営学」（共編
著）「企業統治」（共著）等がある。

懇親会

懇親会

ー

懇親会

懇親会

ー

懇親会

ー

懇親会

懇親会

ー

懇親会

懇親会

懇親会

年 齢

参加者データ

役 職 部 門

コーディネータ（所属・役職は2023年12月現在）
神戸大学 名誉教授
(公財)関西生産性本部 理事・総務政策委員会副委員長

加護野 忠男 氏

関西学院大学 専門職大学院 経営戦略研究科 教授
(公財)関西生産性本部 理事

吉村 典久 氏

(公財)神戸大学六甲台後援会 理事長

長友 隆司 氏

稲垣    滋 氏

2023年度 世界に先駆けた日本的環境経営のあり方
～日本の環境経営をグローバルに推進する方策～ 黒川温泉観光旅館協同組合、㈱神戸酒心館、コニカミノルタ㈱、日東電工㈱

2022年度

既存事業の継続／深掘と新規事業の探索を同時に行う
ための経営戦略 カゴメ㈱、㈱経営共創基盤、㈱JTB、北海道テレビ放送㈱

新規事業を生み出す要因 九州旅客鉄道㈱、ブラザー工業㈱、三宅町（奈良県）、㈱みんなの銀行

アルムナイ・複業・リファラルは成熟企業にブレークスルーをもたらすのか
～メンバーシップ2.1型組織の提言～ ㈱荏原製作所、大英産業㈱、北九州市、㈱TalentX、㈱ハッカズーク、ライオン㈱

社会価値向上に先駆的に取り組む企業の行動とは 味の素㈱、㈱坂ノ途中、㈱セコマ、不二製油グループ本社㈱

企業と人が成長するための人的資本経営 サイボウズ㈱、トヨタ労働組合、㈱丸井グループ

既存事業の深化 京セラ㈱、㈱小松製作所、㈱関ヶ原製作所

新規事業を柱にするための仕組み～既存事業にプラス１～ ㈱TOUCH TO GO、日本ガイシ㈱、阪和興業㈱

事業経営の５Ｓにおける２Ｓ（整頓・整理）～強みの定義と集中･選択～ 味の素㈱、沖縄セルラー電話㈱、オムロン㈱、東レ㈱

エンゲージメントを向上させるミドルとは 四條畷市、㈱スーパーホテル、東京海上日動火災保険㈱、リンクアンドモチベーション㈱

スケジュールとプログラム：全17回＋インタビュー調査（メンバー相互＋外部4社程度）

懇親会
合宿

懇親会
合宿

懇親会
合宿



ライブケーススタディ③

1 （金）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

修了後

11月22日

12月6日

12月7日

12月20日

1月17日

1月18日

2月1日

2月20日

修了～3月

7月12日

7月13日

7月26日

7月27日

8月9日

9月6日

9月27日

10月11日

10月25日

11月8日

11月9日

6月21日

(金)

(土)

(金)

(土)

(金)

(金)

(金)

(金)

(金)

(金)

(土)

(金)

(金)

(土)

(金)

(金)

(土)

(土)

(木)

（PTA会）

開講式・学長講義　本スクール学長 石井 淳蔵氏
合同セッション①　関西学院大学 吉村 典久氏

コーディネータ講義＆グループ討議：TIMコンサルティング 古田 健二 氏
「グループ研究・ケーススタディの進め方」
「テクノロジーマネジメントの実際」

コーディネータ講義：大手前大学 伊藤 宗彦 氏
「製造業のサービス化による価値創造」
「仮説検証の方法」
コーディネータ講義＆グループ討議：
関西大学 原 拓志 氏
「開発プロセスマネジメント」

グループ研究（仮の研究グループ編成）

グループ研究（仮説の構築・検証）

ライブケーススタディ②

グループ研究（仮説の構築・検証）

ライブケーススタディ①

グループ研究（仮説の構築・検証）

グループ研究（仮説の検証・再構築）グループ研究（仮説の検証・再構築）

本コースＯＢとの仮説問答（予定） グループ研究（インタビュー調査先検討）

グループ研究（仮説の構築・検証） ライブケーススタディ④

グループ研究（仮説の検証・再構築） グループ研究（仮説の検証・再構築）

グループ研究（仮説検証のまとめ） グループ研究（仮説検証のまとめ）

グループ研究（仮説検証のまとめ） グループ研究（仮説検証のまとめ）

グループ研究
（仮説検証のまとめ 研究成果発表の準備）

プレ発表会

グループ研究（発表準備）

全体討議:研究成果の実践決意発表

成果発表会 グループ研究
成果発表

仮説検証の
まとめ
研究成果
発表の準備

仮説の構築・検証
インタビュー
希望申告

研究グループ
編成・研究
テーマ設定

コーディネータ
講義について
の討議

ー

閉講式・修了証書授与
各コースによる研究成果発表

スクール
全体発表

グループ研究
（仮説検証のまとめ 研究成果発表の準備）

グループ研究（仮説検証のまとめ）

11月上旬～
12月下旬 インタビュー調査　＊グループ別活動

インタビュー調査　＊グループ別活動

報告書作成

グループ研究（仮説の構築・検証）

合同セッション②
（経営戦略コース参加者との議論）

グループ研究（研究グループ確定・研究テーマ設定）

グループ研究（仮説の構築・検証）

全体討議:問題意識の共有

コーディネータ講義＆グループ討議：
大手前大学 伊藤 宗彦 氏
「デジタルエコノミー時代の新事業開発」
コーディネータ講義＆グループ討議：
TIMコンサルティング 古田 健二 氏
「人材マネジメント」

コースオリエンテーション・自己紹介
2023年度研究成果報告

午 前 午 後 夜 グループ研究フロー曜日日 時回

＊実施時間は原則として、9:30～17:30です。連続日は合宿形式で実施し、2日目の実施時間は9:00～17:00とします。
＊会場は主に関西生産性本部会議室です。
＊上記スケジュールは事情により一部変更になる場合があります。

実施年度 研究テーマ 主なインタビュー企業（５０音順）

①日本の製造業におけるDX推進に必要な要素の研究
②社外の声から始まるアイディア創出

2021年

①新事業推進のための組織連携
　～押してだめならまわり込め～
②“シン”バックキャストの設定による創新(イノベーション)

曾澤高圧コンクリート㈱、アイリスオーヤマ㈱、旭化成㈱、㈱イシダ、
出光興産㈱、エア・ウォーター㈱、AGC㈱、オリックス㈱、花王㈱、
関西電力㈱、京セラ㈱、㈱クボタ、㈱クレハ、グンゼ㈱、コニカミノルタ㈱、
小林製薬㈱、㈱小松製作所、シーオス㈱、シスメックス㈱、㈱資生堂、
資生堂ジャパン㈱、㈱島津製作所、㈱ジンズ、積水化学工業㈱、
大日本印刷㈱、㈱デンソー、東京ガス㈱、東レ㈱、ＴＯＴＯ㈱、凸版印刷㈱、
トラスコ中山㈱、日清紡㈱、日プラ㈱、日本ガイシ㈱、㈱バンダイ、
不二製油㈱、ブラザー工業㈱、三浦工業㈱、三井化学㈱、㈱三井住友銀行、
森永製菓㈱、ヤマハ㈱、㈱ＬＩＸＩＬ、㈱ワコールホールディングス

グループ研究（仮説の構築・検証）
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自ら変革を起こせる 研究開発リーダーの育成

2022年

①オープンイノベーションから学ぶ社内連携のコツ
②企業価値創造に貢献する事業・商品開発
③市場に受け入れられる新製品/サービス開発提案方法

2023年

(   　　)テーマは
2023年12月現在

インタ
ビュー

1月上旬～
1月下旬

インタ
ビュー

＊　　　2コース合同実施  　　　インプット(講義)  　　　ゲストによる講義・発表  　　　参加者による発表  　　　グループ研究

連続日
単独日

（2023年度）

1962年生まれ。85年神戸大学経営学部卒業。繊維メーカーで約5年間勤
務。93年神戸大学経営学研究科博士前期課程修了、神戸大学経営学部助
手。96年同助教授、99年神戸大学大学院経営学研究科助教授。
2001年エディンバラ大学でPhD取得。04年神戸大学大学院経営学研究
科教授。20年より現職。研究分野は、テクノロジーマネジメント、経営組織。
主な著書に「Innovation in the Pharmaceutical Industry」、「ベーシッ
クプラス技術経営」（宮尾学らと共著）など。

1981年名古屋大学工学部卒業。松下電工㈱入社。2000年神戸大学大学
院経営学研究科博士課程前期修了(経営学修士)、03年神戸大学大学院経
営学研究科博士課程後期修了(商学博士)。同年神戸大学経済経営研究所
助教授。2007年より教授を経て、2022年より現職。主な著書は「１からの
サービス経営」、「１からのデジタル経営」、「イノベーション・マネジメント」、
「製品戦略マネジメントの構築」など。

コーディネータ（所属・役職は2023年12月現在）

参加者データ

TIMコンサルティング 代表
ビジネス・ブレークスルー大学 大学院 客員教授 古田 健二 氏

大手前大学 経営学部 教授/神戸大学 名誉教授
(公財)関西生産性本部 評議員 伊藤 宗彦 氏

関西大学 商学部 教授 原　拓志 氏

1974年大阪府立大学工学部応用化学科修士課程修了、同年日東電気工業
㈱（現 日東電工㈱）入社。中央研究所勤務、熱硬化性樹脂の基礎・自動車材料
等応用研究に従事。その後、1987年全社組織改革プロジェクト参画。1989
年経営企画部にて、R&D組織体制構想や技術戦略立案業務を担当。1992
年人事部にて、採用、海外人事、勤労、人事企画等のマネジメント業務を担当。
1997年技術企画部にて、技術系人事、研究開発制度設計、新規テーマ探索、
海外研究所の立ち上げ運営、およびマネジメント全般を担当。2007年全社
教育センター、日東Universityにて、全社教育企画、社内大学の企画、運営。
2014年日東電工㈱退職後、(一社)企業研究会、(公財)全日本科学技術協会
他にて技術経営に関する研修の講師、フォーラムのアドバイザー、個別企業支
援活動に従事し現在に至る。

T&M研究会 代表/元 日東電工㈱ 技術企画部長
人事部部長/日東University部長 六車 忠裕 氏

2024年6月～2025年2月

会員：913,000円　一般：1,049,400円（10％税込）/1名
（消費税および所定の飲食費・資料代・宿泊費を含みます。）

実施要領

技術経営、新規技術、新商品開発、イノベーション、
マネジメント能力向上を目指すミドルマネージャークラス

30 代
33%

40 代
67%

年 齢

その他
53％

課長層
47％

役 職

事業部
R&D
53％

本社
R&D
47％

部 門

1947年生まれ。71年東京工業大学工学部卒業。73年同大学理工学研究科修士課程修了。
80年スタンフォード大学Degree of Engineer取得。総合電機メーカーにて電子デバイスの開
発に従事。その後ArthurD.Little（Japan）を経て、SRIインターナショナルに移籍、96年㈱SRI
コンサルティング設立と同時に初代代表取締役就任。2000年4月には㈱フュージョンアンドイノ
ベーションを設立、企業経営、技術に関する日本の代表的コンサルタントとして活躍してきた。
09年からは東京工業大学に移り、特任教授として人財育成の視点における大学と産業界の連携
の強化に関する活動実績を有している。主な著書に｢第5世代のテクノロジーマネジメント｣など。

（外部 4社程度）
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開講式・学長講義　本スクール学長 石井 淳蔵氏
合同セッション①　関西学院大学 吉村 典久氏

コーディネータ講義＆グループ討議：TIMコンサルティング 古田 健二 氏
「グループ研究・ケーススタディの進め方」
「テクノロジーマネジメントの実際」

コーディネータ講義：大手前大学 伊藤 宗彦 氏
「製造業のサービス化による価値創造」
「仮説検証の方法」
コーディネータ講義＆グループ討議：
関西大学 原 拓志 氏
「開発プロセスマネジメント」

グループ研究（仮の研究グループ編成）

グループ研究（仮説の構築・検証）

ライブケーススタディ②

グループ研究（仮説の構築・検証）

ライブケーススタディ①

グループ研究（仮説の構築・検証）

グループ研究（仮説の検証・再構築）グループ研究（仮説の検証・再構築）

本コースＯＢとの仮説問答（予定） グループ研究（インタビュー調査先検討）

グループ研究（仮説の構築・検証） ライブケーススタディ④

グループ研究（仮説の検証・再構築） グループ研究（仮説の検証・再構築）

グループ研究（仮説検証のまとめ） グループ研究（仮説検証のまとめ）

グループ研究（仮説検証のまとめ） グループ研究（仮説検証のまとめ）

グループ研究
（仮説検証のまとめ 研究成果発表の準備）

プレ発表会

グループ研究（発表準備）

全体討議:研究成果の実践決意発表

成果発表会 グループ研究
成果発表

仮説検証の
まとめ
研究成果
発表の準備

仮説の構築・検証
インタビュー
希望申告

研究グループ
編成・研究
テーマ設定

コーディネータ
講義について
の討議

ー

閉講式・修了証書授与
各コースによる研究成果発表

スクール
全体発表

グループ研究
（仮説検証のまとめ 研究成果発表の準備）

グループ研究（仮説検証のまとめ）

11月上旬～
12月下旬 インタビュー調査　＊グループ別活動

インタビュー調査　＊グループ別活動

報告書作成

グループ研究（仮説の構築・検証）

合同セッション②
（経営戦略コース参加者との議論）

グループ研究（研究グループ確定・研究テーマ設定）

グループ研究（仮説の構築・検証）

全体討議:問題意識の共有

コーディネータ講義＆グループ討議：
大手前大学 伊藤 宗彦 氏
「デジタルエコノミー時代の新事業開発」
コーディネータ講義＆グループ討議：
TIMコンサルティング 古田 健二 氏
「人材マネジメント」

コースオリエンテーション・自己紹介
2023年度研究成果報告

午 前 午 後 夜 グループ研究フロー曜日日 時回

＊実施時間は原則として、9:30～17:30です。連続日は合宿形式で実施し、2日目の実施時間は9:00～17:00とします。
＊会場は主に関西生産性本部会議室です。
＊上記スケジュールは事情により一部変更になる場合があります。

実施年度 研究テーマ 主なインタビュー企業（５０音順）

①日本の製造業におけるDX推進に必要な要素の研究
②社外の声から始まるアイディア創出

2021年

①新事業推進のための組織連携
　～押してだめならまわり込め～
②“シン”バックキャストの設定による創新(イノベーション)

曾澤高圧コンクリート㈱、アイリスオーヤマ㈱、旭化成㈱、㈱イシダ、
出光興産㈱、エア・ウォーター㈱、AGC㈱、オリックス㈱、花王㈱、
関西電力㈱、京セラ㈱、㈱クボタ、㈱クレハ、グンゼ㈱、コニカミノルタ㈱、
小林製薬㈱、㈱小松製作所、シーオス㈱、シスメックス㈱、㈱資生堂、
資生堂ジャパン㈱、㈱島津製作所、㈱ジンズ、積水化学工業㈱、
大日本印刷㈱、㈱デンソー、東京ガス㈱、東レ㈱、ＴＯＴＯ㈱、凸版印刷㈱、
トラスコ中山㈱、日清紡㈱、日プラ㈱、日本ガイシ㈱、㈱バンダイ、
不二製油㈱、ブラザー工業㈱、三浦工業㈱、三井化学㈱、㈱三井住友銀行、
森永製菓㈱、ヤマハ㈱、㈱ＬＩＸＩＬ、㈱ワコールホールディングス
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①オープンイノベーションから学ぶ社内連携のコツ
②企業価値創造に貢献する事業・商品開発
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1962年生まれ。85年神戸大学経営学部卒業。繊維メーカーで約5年間勤
務。93年神戸大学経営学研究科博士前期課程修了、神戸大学経営学部助
手。96年同助教授、99年神戸大学大学院経営学研究科助教授。
2001年エディンバラ大学でPhD取得。04年神戸大学大学院経営学研究
科教授。20年より現職。研究分野は、テクノロジーマネジメント、経営組織。
主な著書に「Innovation in the Pharmaceutical Industry」、「ベーシッ
クプラス技術経営」（宮尾学らと共著）など。

1981年名古屋大学工学部卒業。松下電工㈱入社。2000年神戸大学大学
院経営学研究科博士課程前期修了(経営学修士)、03年神戸大学大学院経
営学研究科博士課程後期修了(商学博士)。同年神戸大学経済経営研究所
助教授。2007年より教授を経て、2022年より現職。主な著書は「１からの
サービス経営」、「１からのデジタル経営」、「イノベーション・マネジメント」、
「製品戦略マネジメントの構築」など。

コーディネータ（所属・役職は2023年12月現在）

参加者データ

TIMコンサルティング 代表
ビジネス・ブレークスルー大学 大学院 客員教授 古田 健二 氏

大手前大学 経営学部 教授/神戸大学 名誉教授
(公財)関西生産性本部 評議員 伊藤 宗彦 氏

関西大学 商学部 教授 原　拓志 氏

1974年大阪府立大学工学部応用化学科修士課程修了、同年日東電気工業
㈱（現 日東電工㈱）入社。中央研究所勤務、熱硬化性樹脂の基礎・自動車材料
等応用研究に従事。その後、1987年全社組織改革プロジェクト参画。1989
年経営企画部にて、R&D組織体制構想や技術戦略立案業務を担当。1992
年人事部にて、採用、海外人事、勤労、人事企画等のマネジメント業務を担当。
1997年技術企画部にて、技術系人事、研究開発制度設計、新規テーマ探索、
海外研究所の立ち上げ運営、およびマネジメント全般を担当。2007年全社
教育センター、日東Universityにて、全社教育企画、社内大学の企画、運営。
2014年日東電工㈱退職後、(一社)企業研究会、(公財)全日本科学技術協会
他にて技術経営に関する研修の講師、フォーラムのアドバイザー、個別企業支
援活動に従事し現在に至る。

T&M研究会 代表/元 日東電工㈱ 技術企画部長
人事部部長/日東University部長 六車 忠裕 氏

2024年6月～2025年2月

会員：913,000円　一般：1,049,400円（10％税込）/1名
（消費税および所定の飲食費・資料代・宿泊費を含みます。）

実施要領

技術経営、新規技術、新商品開発、イノベーション、
マネジメント能力向上を目指すミドルマネージャークラス
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R&D
47％

部 門

1947年生まれ。71年東京工業大学工学部卒業。73年同大学理工学研究科修士課程修了。
80年スタンフォード大学Degree of Engineer取得。総合電機メーカーにて電子デバイスの開
発に従事。その後ArthurD.Little（Japan）を経て、SRIインターナショナルに移籍、96年㈱SRI
コンサルティング設立と同時に初代代表取締役就任。2000年4月には㈱フュージョンアンドイノ
ベーションを設立、企業経営、技術に関する日本の代表的コンサルタントとして活躍してきた。
09年からは東京工業大学に移り、特任教授として人財育成の視点における大学と産業界の連携
の強化に関する活動実績を有している。主な著書に｢第5世代のテクノロジーマネジメント｣など。

（外部 4社程度）



240301

KPC マネジメントスクール 2024

https://www.kpcnet.or.jp

KPC Management School 2024

「戦略的思考力」と「リーダーシップ」を鍛える次代の経営幹部育成プログラム

● 経営戦略コース　　　　● 技術・イノベーションマネジメントコース

公益財団法人 関西生産性本部
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